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５ 実践編
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５－１ 町会で対策する
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なにはさておき
保健所に相談しましょう（大田区の場合）

事前にアポイントメントを取り
町会役員複数で保健所に行きます

町会で「なんとか対策せねば」と
思っているならば

保健所の話を聞いたあとは

作戦会議！



役員、有力者、行政、推進員等で綿密に相談

そして、地域住民に話をする前に、作戦会議をする

行政担当
（保健所・市町村など）

町会長・班長など

町会の
環境部長

まずは役員等限定で「ノラ猫対策」を勉強する

動物愛護推進員等の
ボランティア

地域の顔役など

事前準備がなにより大切



作戦❶ 地域のみんなで話し合う

話し合いには、以下の人たちに来ていただく

保健所担当とボランティアの同席が重要

行政担当

地域の
皆さん

住民だけだと、言い争いになってしまう恐れがあります

被害者

ボランティア
（推進員等）

→「被害を減らすための話し合い
です」と説得

エサやり者
→来たがらない恐れがあるが
「絶対に責めないから」と説得

どっちでもない人
→猫に利害のない人に
少しでも多く出席してもらうのが
成功のポイント

①

②

③



『話し合い３つのルール』は死守！

『エサやり者が解決すべき』という安易な結論にしない

→エサやり者が解決できるならば、とっくに解決しています

『誰のせいか』という犯人捜しの議論をしない

→誰かのせいにして解決するなら、誰も苦労しません

『行政や愛護ボランティアがやればいい』を結論にしない

→地域のトラブルです。地域でなんとかするのが基本です。
行政やボランティアはサポート役です。

①

②

③

みなさんお困りです。
とにかく早く対策しないといけません。
犯人捜しをしている時間はありません。
具体的な対策を相談しましょう。

『誰かにやらせよう』という発想は捨ててください



「あんたが解決しろ！」は無意味です

→エサやり者が解決できなかったからこそ、この事態になった

『誰のせいか』という犯人捜しの
議論は、解決につながらない

エサをやったあんたが
なんとかしなさい
いいですね！

解決できないことが分かっている相手に
改めて「解決しろ！」などと言っても、無意味・無駄

★エサやり者が解決できるなら、とっくに解決している



話し合いで決めること

②有志による実働部隊の編成

①ノラ猫の状況をリサーチしよう！

（エサやり者にも何か関わってもらいます）

捕獲作業、病院への搬送（車の運転）

ノラ猫の数、エサ場、トイレ場（被害場所）

➡最終的には、地図に落とし込みましょう

広報チラシ作成、猫トイレ作成

エサやりマナーの啓発 など

③手術費用をどうするか

保健所の補助、カンパ、町会費など

※町会費を使う場合は、反対の声が出る恐れがあるので、慎重に考える。
町会の名前でカンパ袋を回せば、自主的な寄付なので揉めることはない。

（実態把握しないと、対策できません）

➡エサやり者や被害者から話を聞きます
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作戦❷ 地域で勉強会をする

「話し合いをしたら揉めそうな気がする」という場合に有効

外部講師を呼んで、地域で「ノラ猫対策勉強会」をすると
地域の皆で共通認識を持つことができます

エサやり者と被害者に参加してもらうのは当然のことながら、
どちらでもない人にたくさん参加してもらうことがポイント

開催のタイミングは、地域の話し合い（作戦❶）の前！



最重要なのは地域広報（周知徹底）
地域住民に活動趣旨を知らせないと、必ず失敗する

近隣配布用のチラシを作成➊
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・ノラ猫対策を開始します！

・去勢不妊手術を行う

・首輪や迷子札がない猫は
ノラ猫と判断せざるを得ず
手術対象とする

・「放置エサ」は厳禁

・手術によって数が減る

チラシのサンプル

開始時チラシの記載内容



戸別訪問は、ノラ猫対策の肝。成否を分ける。

ノラ猫が増えていて、ちょっとマズイので、
町会として、去勢不妊手術を進めます。

フン被害、ありますでしょうか？

あと、エサやりしている人に
マナーを守るようお願いしたいのですが、
誰がエサやりしているか、ご存知ではないですか？

２人組がベスト
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周知チラシを持参して
ペットボトルが並んでいる家（被害者）を片っ端から訪問

※保健所のパンフレットも一緒に持っていく

被害者に「おおっ、対策が始まった！助かった！」
と思ってもらえたら、活動は６割方成功（被害者を味方につける）

活動趣旨の周知＆情報収集！

トークのテクニックは不要

とにかく誠意誠実で

まずは、猫で困っていると思われる家を、順に訪問する

❷チラシを持参し、コアなエリアを戸別訪問



つぎに、エサを与えていると思われる家を、順に訪問

エサやり、ありがとうございます！（※注）

猫ちゃんが増えてしまっているので、
町会として、去勢不妊手術をすることになりました。
猫ちゃんの情報、教えていただけますでしょうか。
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★被害者から教えてもらったエサやりさんの家（結構、教えてくれる）

★エサ皿や水皿が置いてある家
※周知チラシを持参。あれば、行政のチラシも一緒に持っていく。

２人組が

ベスト

絶対に

エサやり者を責めない

責めると、猫情報を得られない

※注「えさやり、ありがとうございます」と言う

「エサやり、していますか？」と質問するのはＮＧ

→ → →質問すると「エサやりは、していません」という答えが返ってくる

たいていの人は、エサやりがバレると怒られると思っているので、
質問形式だと、本当のことを言ってくれない

活動趣旨の周知＆情報収集！

エサやり者と仲良くなれたら その時点で９割方成功



最後に、被害者かどうか分からない家をひととおり訪問

猫でお困りではないですか？
町会で、これ以上ノラ猫が増えないように
去勢不妊手術をしていくことになりました。

何か猫の情報があったらお教えください。
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★ペットボトルやトゲトゲは置いていない
★エサ皿や水皿もない

＝立場が分からない→ → →被害者かもしれないと思って会話する

※周知チラシを持参。あれば、行政のチラシも一緒に持っていく。

２人組がベスト

活動趣旨の周知＆情報収集！

戸別訪問をせず、すべてポスティングや回覧だけで済ませてしまうと
●重要情報が入りにくい（チラシだけだと連絡をくれる人が少ない）
●住民に趣旨が理解されず、協力体制が地域全体に広がらない

顔と顔が見える関係の中で、対策の趣旨を理解してもらうことがコツ

トークのテクニックは不要

とにかく誠意誠実で

コアなエリアの戸別訪問が活動の成否を分ける


